
学校教育目標：よさを認め，つながり，未来を拓く子どもの育成
～元気・笑顔・勇気で，家庭や地域と共に歩む学校

（12月26日～令和３年１月13日）
本日，２学期の終業式を行いました。２学期の始業式で，校長から二つのお願いをしまし
た。①勉強にじっくり取り組むこと。②行事に目標をもって参加すること。振り返ってみる
と，子どもたちは，毎日真剣に学習に向かい，どんどん力を高めました。また，たくさんの
行事に目標をもって臨み，自分の成長を見つめてきました。よくできたことも難しかったこ
とも，全てが成長の糧になったと思います。新型コロナのため，地域への貢献活動が不足し
たことは残念でしたが，代わりの活動を工夫できたこともよい学びになったと思います。自
分を高めるために精一杯努力してきた子どもたち。１００点満点の２学期でした。
今年は，当たり前の生活のありがたさを痛感させ
られた一年でした。子どもたち全員が，大きなけが
もなく元気に過ごせたことを何よりうれしく思いま
す。保護者の皆様には，ご協力とご支援をいただき
ありがとうございました。
明日から始まる１９日間の冬休みを，健康に安全
に過ごしてほしいと思います。来年は，平穏で明る
い年になりますようお祈り申し上げます。

年刊詩集「たろっぺ」 入賞おめでとう
【入選】（作品が詩集に載ります）

２年 〇〇〇〇 「わたしの口ぐせ」
４年 〇〇〇〇 「スズメバチのストーカー」
５年 〇〇〇〇 「わがままミシン」（２席）
６年 〇〇〇〇 「今，私たちのこの状況の中で」

【佳作】（作品名と氏名が詩集に載ります）
１年 〇〇〇〇 「おいしいにくづめができたよ」
２年 〇〇〇〇 「とびばこがとべた」

〇〇〇〇 「ぼくのお料理」
〇〇〇〇 「カレーを作ったよ」

３年 〇〇〇〇 「はじめての植じゅ」
４年 〇〇〇〇 「うれしかった二ベースヒット」
５年 〇〇〇〇 「トイレへの道」

〇〇〇〇 「はじめてのエプロン作り」

校報杉の子
明治９年開校 創立１４４周年

令和２年１２月２５日 第３４号

三種町立下岩川小学校
☆目指す子ども像 ～伸びよ「杉の子～」
○す 進んで学び話を聞く子
○ぎ きちんとあいさつする子
○の のびのび運動する子
○こ 根気強くがんばる子



２学期にがんばったこと・冬休みのめあて
終業式で，本校の目指す子ども像について振り返りました。
す 進んで学び 話を聞く子
ぎ きちんとあいさつする子
の のびのび運動する子
こ 根気強くがんばる子
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ぼ
く
が
二
学
期
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

学
習
発
表
会
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

台
本
を
覚
え
て
で
き
た
し
、
緊
張
し
て
も
が
ん

ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
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す
。

ぼ
く
の
シ
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ン
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っ
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や
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き
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が
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。

ぼ
く
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二
学
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」
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が

ん
ば
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ま
し
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体
育
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な
わ
と
び
で
、
け
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と
さ
ん
に
勝
つ
、
と
思
い
な
が
ら
根
気
強
く
練

習
し
ま
し
た
。
二
重
跳
び
は
八
回
と
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
う
れ
し
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っ
た
け
れ
ど
、
け
い
と
さ

ん
に
は
ま
だ
ま
だ
勝
て
な
い
の
で
、
こ
れ
か
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も
練
習
を
続
け
た
い
で
す
。

冬
休
み
に
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
目
は
お
手
伝
い
で
す
。
ぼ
く
は
、

食
器
洗
い
を
が
ん
ば
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お

皿
を
ピ
カ
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カ
に
し
た
い
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す
。
二
つ
目
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、

ゲ
ー
ム
の
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ま
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守
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こ
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す
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一
日
一
時
間
と
決
め
て
、
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。
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部
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）
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ま
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こ
と
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で
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な
く
て
残
念
で
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た
が
、
海
で
の
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に
残
り
ま
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駿
矢
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デ
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わ
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岩
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通
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こ
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む
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込
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は
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、
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込
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友
達
が
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回
も
飛
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込
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、
勇
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思
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。
海
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は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
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が
い
ま
し
た
。
私
は
、
ア
メ
フ
ラ
シ
が
一
番
好

き
で
し
た
。
小
さ
い
カ
ニ
も
い
て
、
つ
か
ま
れ

た
と
き
は
く
す
ぐ
っ
た
か
っ
た
で
す
。
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は
、
あ
ま
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な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
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、
三
学
期
は
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も
う
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し
根
気
強
く
が
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っ
た
り
、
先
生
や

友
達
に
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
た
り
し
た
い
で
す
。

冬
休
み
の
め
あ
て
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
勉
強
で
す
。
自
学
は
決
め
ら
れ
た
ペ
ー
ジ

数
よ
り
も
多
く
取
り
組
み
た
い
で
す
。
プ
リ
ン

ト
や
ド
リ
ル
は
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
少
し

ず
つ
や
り
た
い
で
す
。
二
つ
目
は
、
お
手
伝
い

で
す
。
犬
や
ね
こ
の
世
話
を
し
た
り
、
お
料
理

を
作
っ
た
り
し
た
い
で
す
。
三
つ
め
は
、
体
を

動
か
す
こ
と
で
す
。
時
間
を
決
め
て
運
動
を
し

た
い
で
す
。
冬
休
み
は
、
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
し
て
す
ご
し
た
い
で
す
。

二
学
期
の
振
り
返
り
と
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休
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に
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
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私
が
、
こ
の
二
学
期
に
特
に
が
ん
ば
っ
た
の

は
、
「
の
び
の
び
運
動
す
る
子
ど
も
」
で
す
。

休
み
時
間
に
縄
跳
び
や
鬼
ご
っ
こ
を
し
ま
し
た
。

初
め
は
寒
く
て
も
、
だ
ん
だ
ん
体
が
温
ま
っ
て

楽
し
く
な
り
、
体
力
も
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
学
期
に
大
き
な
思
い
出
が
三
つ
で
き

ま
し
た
。
一
つ
目
は
修
学
旅
行
で
す
。
ふ
る
さ

と
村
の
「
ワ
ン
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
で
、
他
の

小
学
校
の
人
た
ち
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
し
た
こ

と
が
特
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
修
学
旅
行
を
通

し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
勝
手
な
行
動
を

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
勝
手
な
行
動

は
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
人
を
傷

つ
け
た
り
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、
小
学
校
最
後

の
学
習
発
表
会
で
す
。
見
て
い
る
人
た
ち
に
伝

わ
る
よ
う
に
、
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
話
す

こ
と
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
セ
リ
フ
に
合
わ
せ

て
動
き
を
つ
け
る
こ
と
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

三
つ
目
の
思
い
出
は
、
田
沢
湖
大
会
で
す
。
一

試
合
目
は
負
け
た
け
れ
ど
、
二
試
合
目
で
追
分

の
チ
ー
ム
に1

点
差
で
勝
っ
て
、
リ
ベ
ン
ジ
で

き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

冬
休
み
に
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
勉
強
で
す
。

苦
手
な
と
こ
ろ
を
克
服
し
た
い
で
す
。
特
に
算

数
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
お
手
伝
い
で
は
、

米
と
ぎ
を
が
ん
ば
り
、
お
い
し
い
ご
飯
を
家
族

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

原稿を見ないで，堂々と発表
することができました。聞き
方も立派でした。


